
○
診
療
技
術
部
長

一
陸
佐

水

口

靖

規

（
前
職

統
合
幕
僚
幹
部
主
席
後
方
補
給
官

付
後
方
補
給
官
）

○
臨
床
医
学
教
育
・
研
究
部
長

一
陸
佐

小

俣

二

郎

（
前
職

陸
上
幕
僚
幹
部
衛
生
部
医
務
保
健

班
長
）

○
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
部
長

一
海
佐

上

出

大

介

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
耳
鼻
い
ん
こ
う

科
）

○
皮
膚
科
部
長

一
空
佐

中

西

貴

士

（
前
職

内
局
人
事
教
育
局
衛
生
官
付
）

○
産
婦
人
科
部
長

一
陸
佐

加

藤

雅

史

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
産
婦
人
科
医
長
）

○
神
経
科
部
長

一
海
佐

岡

林

俊

貴

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
整
形
外
科
）

○
第
三
歯
科
部
長

一
海
佐

飯

塚

浩

道

（
前
職

自
衛
隊
呉
病
院
副
院
長
）

〇
診
療
庶
務
室
長

一
陸
佐

吉
田

一
路

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
第
一
外
科
）

新
着
任
課
長
等
紹
介

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課
長

二
陸
佐

岡

村

綾

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
）

○
栄
養
課
長

二
陸
佐

野

間

文

共

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
課
長
）

○
放
射
線
技
術
課
長

三
陸
佐

安
倍

眞

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
放
射
線
班
長
）

自衛隊中央病院
総務部総務課発行
令和２年度
第２号

自衛隊中央病院長

防衛技官上部泰秀
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
感
染
症
の

終
息
に
向
け
て

令
和
二
年
九
月
吉
日

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

上
部
泰
秀

令
和
２
年
度
前
期
定
期
異
動

令
和
二
年
八
月
二
十
四
日
付
で
総
務
部
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
大
堀
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
約
二
十
五
年
間
、
内
部
部
局
で
勤

務
し
た
の
ち
、
自
衛
隊
共
同
機
関
で
の
勤
務

は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
か
ら
平
成
三
十
年

八
月
ま
で
勤
務
し
た
大
阪
地
方
協
力
本
部
以

来
、
二
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
本
年
一
月
末
か
ら
、

武
漢
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
へ
の
看
護
官
の

派
遣
を
は
じ
め
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
等
か
ら
、
日
々
多

く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
を
受
け

入
れ
、
治
療
を
行
う
と
と
も
に
、
一
人
の
院

内
感
染
者
も
発
生
さ
せ
ず
、
ひ
い
て
は
、
首

都
圏
の
医
療
崩
壊
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
報
道
等
で
聞
き
及
ん
で
い

ま
す
。
実
際
に
着
任
し
て
み
る
と
、
そ
の
対

処
能
力
と
士
気
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
機
関
で
勤
務
す
る
機

会
を
得
た
こ
と
を
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

総
務
部
は
、
病
院
の
院
務
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
支
え
る
こ
と
が
仕
事
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
病
院
で
の
勤
務
は
初
め

て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
病
院
の
輝
か

し
い
実
績
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま

た
、
中
央
病
院
の
任
務
完
遂
に
少
し
で
も
寄

与
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総務部長
防衛事務官大堀 健

今
年
は
長
梅
雨
で
、
七
月
に
は
九
州
や
中

部
地
方
な
ど
を
中
心
に
日
本
全
国
で
集
中
豪

雨
も
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も

早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の

後
は
大
変
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
夏
、
自
衛
隊
中
央
病
院
で
は
五
〇
名

を
超
え
る
夏
季
定
期
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
三
期
生

が
幹
部
候
補
生
学
校
を
無
事
卒
業
し
、
更
に

凛
々
し
く
な
っ
て
看
護
業
務
に
復
帰
し
て
い

ま
す
。

病
院
は
引
き
続
き
、
診
療
を
充
実
さ
せ
つ

つ
救
急
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
衛

隊
医
療
従
事
者
等
の
臨
床
研
修
を
受
け
持
ち
、

そ
の
能
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
収

ま
る
気
配
を
見
せ
ま
せ
ん
。

病
院
は
地
域
の
感
染
患
者
の
方
々
を
受
け
入

れ
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て

の
役
割
も
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

院
内
感
染
防
止
・
医
療
事
故
防
止
に
努
め
ま

す
。
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、

ご
心
配
と
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
、
国
内
に
お

い
て
は
集
中
豪
雨
や
台
風
、
首
都
直
下
地
震

等
の
大
規
模
自
然
災
害
の
発
生
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
以
外
の
新
興
・
再
興
感
染
症
の

患
者
発
生
も
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
各
種

事
態
対
処
時
の
態
勢
整
備
を
粛
々
と
進
め
て

い
ま
す
。
九
月
五
日
に
は
、
大
規
模
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
念
頭
に
、
特
殊
武
器
に
よ
る

テ
ロ
を
想
定
し
た
実
動
訓
練
を
自
衛
隊
の
部

隊
の
み
な
ら
ず
、
警
視
庁
や
東
京
消
防
庁
と

連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
十
一
月
二
十
一
日

に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
想
定

し
て
の
、
衛
生
科
部
隊
や
自
治
体
等
の
参
加

す
る
実
動
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
隊
員
の
健
康
管
理

と
家
族
や
地
域
の
皆
様
を
含
め
た
診
療
の
更

な
る
充
実
を
図
り
つ
つ
、
訓
練
を
通
じ
た
各

種
事
態
対
処
時
の
態
勢
整
備
も
着
実
に
進
め

ま
す
。
引
き
続
き
当
院
に
対
す
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
着
任
部
長
等
紹
介

新
着
任
総
務
部
長
挨
拶



令
和
二
年
八
月
七
日
（
金
）
、
自
衛
隊

中
央
病
院
は
渡
辺

孝
一
防
衛
大
臣
政
務

官
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。
渡
辺
政
務
官

は
、
自
衛
隊
中
央
病
院
の
概
要
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
状
況
報
告
を
受
け
ら
れ
た
後
、
院
内

の
各
施
設
を
巡
視
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
巡
視
で
は
、
大
型
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
離
発
着
可
能
な
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

中病だより第２号 ２０２０年９月吉日発行

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応

イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
第
一
線

で
あ
る
八
階
西

病
棟
、
年
間
約

六
千
台
の
救
急

車
を
受
入
れ
て

い
る
救
急
室
及

び
高
度
医
療
を

行
う
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
放

射
線
治
療
装
置

等
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
八
階

西
病
棟
に
お
い

て
は
病
棟
設
備
、

看
護
官
等
の
勤

務
状
況
及
び
感

染
管
理
状
況
に

つ
い
て
ご
理
解

を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
病
棟

勤
務
員
に
対
し

直
接
、
激
励
の

お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

感染症管理認定看護師の説明にメモを取る参加者

災
害
派
遣
が
終
了
し
た
後
、
東
京
都
の
感
染

者
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、
感
染
症
指
定
医
療

機
関
で
あ
る
当
院
は
、
東
京
都
か
ら
重
篤
・
重

症
患
者
用
病
床
五
床
、
中
等
症
患
者
用
病
床
四

十
床
を
確
保
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
要
請
に
基
づ
き
、
中
等
症
以
上
の
患
者

の
受
入
態
勢
を
確
立
す
る
方
針
で
調
整
を
開
始

し
ま
し
た
。
当
初
、
挿
管
患
者
は
一
～
二
名
で

し
た
が
、
四
人
に
増
え
、
こ
の
状
況
が
継
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
酸
素
吸
入
を
必

要
と
す
る
患
者
が
十
人
近
く
に
な
る
と
、
医

官
・
看
護
官
の
負
担
は
、
か
な
り
増
加
し
ま
し

た
。現

在
、
患
者
さ
ん
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
当
時
は
、
全
国
各
地
で
感
染
患
者
が
発
生

し
て
お
り
、
他
病
院
か
ら
の
支
援
が
望
め
な
い

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
病
棟
等
の
更
な
る
集
約

を
図
っ
て
対
応
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
職
員

の
蓄
積
し
た
疲
労
軽
減
を
目
的
に
、
計
画
的
な

令
和
二
年
七
月
二
十
二
日
（
水
）
、
感
染

制
御
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
長

一
等
陸
佐

青

野

茂
昭
）
は
、
世
田
谷
保
健
所
感
染
対
策

課
の
依
頼
に
基
づ
き
、
病
院
現
地
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
現
地
指
導
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
受
入
れ
を
開
始
す
る
医
療

機
関
に
対
し
、
感
染
対
策
に
関
す
る
専
門
的

指
導
と
助
言
を
行
い
、
適
切
な
運
営
体
制
の

確
保
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

世
田
谷
区
に
所
在
す
る
古
畑
病
院
で
の
現

地
指
導
に
お
い
て
は
、
受
付
の
飛
沫
感
染
対

策
、
患
者
収
容
の
動
線
及
び
フ
ロ
ア
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
個

人
防
護
衣
の
着
脱
要
領
に
つ
い
て
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
感
染
管
理

や
職
員
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
実
施
し

ま
し
た
。

患
者
受
入
れ
を
前

に
多
く
の
病
院
職
員

が
参
加
し
、
感
染
管

理
に
関
す
る
質
疑
応

答
等
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

↓
 

血
管
造
影
装
置
を
ご
視
察

市
中
感
染
者
等
へ
の
対
応
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
院
内
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
外

来
ト
リ
ア
ー
ジ
態
勢
を
整
備
し
ま
し
た
。

三
月
に
は
病
院
玄
関
入
口
に
天
幕
を
展
開

し
て
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
施
設
と
し
、
病
院

に
入
る
患
者
、
業
者
等
す
べ
て
の
方
々
の

体
温
を
計
測
す
る
と
と
も
に
咳
嗽
等
の
症

状
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
両
で
来
院
さ
れ
る
方
に
対
し
て
も
非
接

触
式
体
温
計
を
使
用
し
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
の
検
温
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

発
熱
等
が
確
認
さ
れ
た
患
者
等
に
つ
い
て

は
、
九
階
西
病
棟
（
陰
圧
の
施
設
）
に
開

設
し
た
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
施
設
に
誘
導
し
、

そ
こ
で
個
々
の
症
状
等
を
確
認
の
上
、
必

要
な
場
合
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
入
院
の
処
置

を
行
え
る
態
勢
を
整
備
し
、
院
内
感
染
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
七
月
か
ら
、

外
気
温
や
台
風
等
の
影
響
が
少
な
く
、
検

温
の
正
確
性
と
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
空
調
及
び
陰
圧
機
能
を
有
し
た
コ
ン

テ
ナ
を
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
用
に
導
入
し
、

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

↓
 

病
棟
の
勤
務
員
を
激
励
す

る
渡
辺
政
務
官

↑

導
入
さ
れ
た

ト
リ
ア
ー
ジ
コ
ン
テ
ナ

↑

内
部
に
は
検
温
の
た
め
の

装
備
を
充
実

ガ
ウ
ン
の
着
脱
を
指
導

戦
力
回
復
や
職
員
に

対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
も
実
施
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束

す
る
ま
で
、
引
き
続

き
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

病
院
で
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア

→

市
中
感
染
へ
の
対
応
状
況

渡
辺
政
務
官
御
視
察
受

部
外
医
療
機
関
支
援

１
次
ト
リ
ア
ー
ジ
用

コ
ン
テ
ナ
運
用
開
始



令
和
二
年
五
月
二
九
日
（
金
）
、
自
衛
隊

中
央
病
院
の
上
空
で
、
航
空
自
衛
隊
松
島
基

地
所
属
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
チ
ー
ム
「
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
」
が
、
編
隊
飛
行
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

こ
の
飛
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
戦
う
医
療
従
事
者
に
対
し
、
感
謝
と

慰
労
の
気
持
ち
を
示
す
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
東
京
都
内
の
第
一
種
感
染
症
指
定

中病だより第２号 ２０２０年９月吉日発行

Ｃ
Ｔ
等
の
整
備

↓

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
手
を
振

る
病
院
職
員

ま
た
、
同
月
に
は
、
人
工
呼
吸
器
「
ザ

ビ
ー
ナ
３
０
０
」
が
三
台
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

本
機
は
、
感
染
対
策
が
容
易
な
人
工
呼
吸
器

で
あ
り
、
感
染
症
病
棟
や
一
般
病
棟
の
ど
ち

ら
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
際
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
激
励

や
感
謝
の
お
手
紙
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館

か
ら
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号

乗
客
・
乗
員
へ
の
治
療
か
ら
帰
国
ま
で
の
対

応
に
対
し
、
感
謝
状
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

全
国
か
ら
激
励
の
お
手
紙
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
病
院
の
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
桜
会
を
は
じ
め
部
内
外
関
係
機

関
の
皆
様
及
び
企
業
の
皆
様
か
ら
激
励
品
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
暖
か
い

お
気
持
ち
を
励
み
と
し
、
引
き
続
き
、
各
種

業
務
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

↑ フィリピン大使館からの感謝状

令
和
二
年
三
月
七
（
土
）
日
に
当
院
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
患
者
受
入
に
つ
い

て
公
表
さ
れ
た
後
、
報
道
機
関
等
か
ら
の
多

数
の
取
材
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
令
和
二
年

四
月
三
十
日
（
木
）
陸
幕
広
報
室
と
連
携
し
、

報
道
各
社
に
対
し
報
道
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
病
院
の
概
要
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
中
央
病
院
の
取
組
み
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
①
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

で
の
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
の
要
領
、
②
模
擬
患

者
に
よ
る
民
間
救
急
車
か
ら
の
陽
性
患
者
受

入
れ
、
③
八
階
西
病
棟
で
の
勤
務
要
領
及
び

病
棟
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
要
領
、
④
感
染
制
御

チ
ー
ム
に
よ
る
、
個
人
防
護
衣
着
脱
要
領
及

び
Ｎ
95
マ
ス
ク
の
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
要
領
等

に
つ
い
て
展
示
方
式
で
公
開
し
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
局
・
新
聞
社
等
、
十
六
社
、
約
三
十
人

の
記
者
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
後
に
病
院
長
等
に
よ
る
記
者
会
見
を
実

施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
治
療

に
あ
た
っ
て
い
る
多
く
の
医
療
従
事
者
の

方
々
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
、
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

↓

病
院
上
空
で
旋
回
す
る
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス

↑ 全国からいただいた激励メッセージ↑ 激励品の目録を渡す渡邉三桜会長

↑

模
擬
患
者
到
着
の
様
子
を

撮
影
す
る
テ
レ
ビ
ス
タ
ッ
フ

↑
記
者
の
質
問
を
受
け
る
病

院
長
等

↑

人
工
呼
吸
器
「
ザ
ビ
ー
ナ
３
０
０
」

令
和
二
年
六
月
、
診
断
用
Ｃ
Ｔ
装
置
を
Ｇ

Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｃ
Ｔ
（
二
五
六
列
）
に
換
装
し
ま

し
た
。
広
範
囲
な
部
位
を
高
速
撮
影
で
き
、

Ａ
ｉ
に
よ
る
新
た
な
画
像
再
構
成
技
術
に
よ

り
、
大
幅
な
被
ば
く
低
減
と
画
質
向
上
の
ト

レ
ー
ド
オ
フ
関
係
に
あ
る
両
者
を
実
現
で
き

る
装
置
で
す
。

新
た
な
機
能
と
し
て
、
二
種
類
の
異
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
で
同
時
撮
影
す
る
Ｄ
ｕ

ａ
ｌ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
物
質
の
判

別
能
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
使
用
す
る

造
影
剤
量
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
撮
影
部
位
に
存
在
す
る
金
属
の
影
響

（
メ
タ
ル
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
）
を
低
減
す
る↑ 新規ＣＴ装置 GE Revolution

今
後
の
治

療
に
お
い
て

そ
の
性
能
を

発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ア
ル
ゴ
リ
ズ

（
Ｍ
Ａ
Ｒ
）
を
搭

載
す
る
な
ど
、
診

断
の
質
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
Ｃ
Ｔ
で
救
急
、

小
児
及
び
心
臓
領

域
の
患
者
様
へ
よ

り
一
層
の
貢
献
が

で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
等
を
結

ん
だ
ル
ー
ト
を
二

周
し
ま
し
た
。

六
機
の
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
が
、

青
く
澄
み
渡
っ
た

病
院
上
空
を
美
し

い
白
い
ス
モ
ー
ク

を
引
き
な
が
ら
飛

行
す
る
と
、
病
院

屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
集
合
し
た
職
員

か
ら
は
、
拍
手
や

「
あ
り
が
と
う
」

等
の
歓
声
が
沸
き

上
が
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

慰
労
飛
行

激
励
の
お
手
紙
等

報
道
公
開
実
施



入
校
間
及
び
部
外
競
技
会
等
で
の

活
躍
に
よ
り
、
各
学
校
長
等
及
び
部

外
団
体
等
よ
り
表
彰
さ
れ
た
、
中
央

病
院
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
学
術
等
優
秀
者
の
紹
介

看
護
部
第
一
看
護
課

栗
林
奈
実

一
陸
尉
は
、
衛
生
学
校
で
実
施
さ
れ

た
第
六
十
一
期
幹
部
特
技
課
程
「
看

護
師
技
術
」
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

績
に
よ
り
、
衛
生
学
校
長
を
受
賞
し

ま
し
た
。

ま
た
、
総
務
部
医
事
課

水
口
宏

行
一
陸
曹
は
、
第
三
陸
曹
教
育
隊
で

実
施
さ
れ
た
、
第
二
二
〇
期
陸
曹
上

級
課
程
に
お
い
て
、
模
範
的
な
就
学

姿
勢
に
よ
り
、
第
三
陸
曹
教
育
隊
最

先
任
上
級
曹
長
よ
り
褒
賞
さ
れ
ま
し

た
。

〇
勤
務
成
績
優
秀
者
の
紹
介

診
療
科
神
経
科
部
長

岡
林

俊

貴
一
海
佐
は
、
第
一
次
派
遣
情
報
収

集
活
動
水
上
部
隊
第
六
護
衛
隊
で
の

勤
務
の
功
績
に
よ
り
、
第
六
護
衛
隊

司
令
か
ら
第
四
級
賞
詞
を
受
章
し
ま

し
た
。

同
じ
く
、
診
療
技
術
部
放
射
線
技

術
課

大
河
原

真
一
海
曹
は
、
第

六
護
衛
隊
司
令
か
ら
第
五
級
賞
詞
を

受
章
し
ま
し
た
。

〇
運
動
競
技
会
等
活
躍
隊
員
の
紹
介

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
第
五
八

期
生

松
田

諒
輔
三
陸
曹
は
、
「

柏
の
葉
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
特
別
編

一
〇
キ
ロ
」
の
部
に
お
い
て
、
第
三

位
に
入
賞
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中病だより第２号 ２０２０年９月吉日発行

↑

野
外
Ｘ
線
撮
影
装
置
で
、
模
擬
患
者
を
撮
影

す
る
第
56
期
生
（
上
下
）

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所

第
56
期
生
各
課
程
合
同
訓
練

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
奮
い
、
私
た
ち
の
生
活
に
も

様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
健
康
管
理
と
い
う
面
か
ら
、

心
掛
け
て
お
き
た
い
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
と

健
康
管
理

【
出
勤
前
の
体
温
測
定
】

記
事
担
当

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
保
健
相
談
班

健
康
状
況
の
把
握
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
周
り
の
人
へ
の
配
慮
の
上
か

ら
も
重
要
で
す
。
出
勤
前
に
体
温
を

測
定
し
、
健
康
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
、
発
熱
な
ど
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、
出
勤
せ
ず
に
ま
ず
は
報
告
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

【
個
人
防
御
を
確
実
に
】

【
や
は
り
大
切
！
３
密
を
避
け
る
】

【
基
礎
疾
患
は
き
ち
ん
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
】

手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用

は
基
本
で
あ
り
、
大
切
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
大
切
で
す
が
、

目
に
見
え
る
汚
れ
が
あ
る
場
合
は
、

ま
ず
は
流
水
で
の
石
鹸
手
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
マ
ス
ク
は
、
自
分
を
守
る
だ

け
で
な
く
「
周
り
の
人
へ
拡
げ
な

い
」
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
自
分
は

大
丈
夫
」
で
は
な
く
、
職
場
の
仲
間

や
周
囲
の
人
た
ち
を
守
る
目
的
も
ぜ

ひ
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
感

染
者
が
出
た
時
の
た
め
に
、
自
分
が

マ
ス
ク
を
し
て
い
た
か
、
相
手
が
マ

ス
ク
を
し
て
い
た
か
、
意
識
し
て
記

憶
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

し
か
し
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
な
ど
も
考
慮

し
、
個
室
で
の
業
務
や
、
周
り
に
人

が
い
な
い
状
況
で
は
外
す
な
ど
、
状

況
に
あ
わ
せ
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
し
た
健
康
観
察
を
行
う
中
で
注

意
し
た
い
の
が
、
花
粉
症
や
片
頭
痛
、

喘
息
な
ど
、
基
礎
疾
患
の
健
康
管
理

で
す
。

頭
痛
や
咳
、
鼻
水
、
呼
吸
困
難
感

な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
症
状
に
含
ま
れ
ま
す
。
症
状

が
出
て
か
ら
で
は
否
定
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
例
え
ば
花
粉
症
で
は
、
早

め
の
受
診
を
計
画
し
、
予
防
的
な
内

服
を
行
う
（
飛
散
予
想
の
お
お
む
ね

２
週
間
前
か
ら
内
服
）
な
ど
、
症
状

を
抑
え
る
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
喘

息
も
発
作
時
の
対
処
だ
け
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
日
々

の
吸
入
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る

機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
や
５
０
歳
以
上
の
方
は
、
感

染
時
の
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

体
調
不
良
時
に
は
早
め
の
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

や
は
り
３
密
を
避
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
居
酒
屋
・
外
食
や
会
食
な

ど
飲
食
を
伴
う
場
で
の
感
染
リ
ス
ク

は
高
く
注
意
が
必
要
で
す
。

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
健
康

管
理
に
留
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
二
年
七
月
十
四
日
（
火
）

か
ら
十
八
日
（
土
）
ま
で
の
間
、

勝
田
小
演
習
場
に
お
い
て
、
衛
生

学
校
幹
部
初
級
課
程
（
薬
剤
官
及

び
衛
生
官
）
及
び
同
（
医
官
及
び

歯
科
医
官
）
と
の
三
個
課
程
合
同

治
療
隊
等
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

統
裁
官
要
望
事
項
の
「
救
命
の

た
め
の
有
機
的
な
連
携
」
、
「
安

全
管
理
の
万
全
」
に
基
づ
き
、
師

団
収
容
所
に
お
け
る
放
射
線
陸
曹

と
し
て
の
業
務
及
び
警
戒
自
衛
行

動
等
、
野
外
に
お
け
る
自
衛
官
と

し
て
の
基
本
・
基
礎
的
な
行
動
等

に
つ
い
て
演
練
し
ま
し
た
。

学
生
は
、
活
き
活
き
と
し
て
訓

練
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
勉
強
や

練
成
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

部
隊
勤
務
に
お
け
る
資
を
得
た
有

意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

入
所
式

放
射
線
技
師
養
成
所
（
所
長

海

将

佐
藤

道
哉
）
は
、
令
和
二
年

四
月
七
日
（
火
）
、
人
事
教
育
局
名

越
衛
生
官
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
厳
か
に
、
第
五
八
期

上
級
陸
曹
特
技
課
程
「
診
療
放
射
線

技
師
」
の
入
所
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
二
十

一
名
が
、
所
長
（
佐
藤
海
将
）
よ
り

課
程
学
生
に
任
命
さ
れ
、
時
々
刻
々

と
発
展
す
る
医
療
の
一
端
を
担
う

「
診
療
放
射
線
技
師
」
に
な
る
べ
く
、

大
き
な
希
望
を
持
っ
て
入
所
し
ま
し

た
。今

後
、
全
員
で
「
診
療
放
射
線
技

師
」
国
家
試
験
合
格
に
向
け
勉
学
に

勤
し
む
と
と
も
に
、
同
期
と
の
絆
を

強
固
に
し
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
セ
ン
タ
ー
長

防
衛
事
務
官

野

口

歩
）
は
、
令
和
二
年
四
月
八
日

（
水
）
第
六
五
期
生
入
所
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

本
年
度
入
所
し
た
第
六
五
期
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
研
修
生
は
、
陸

上
自
衛
隊
員
五
名
、
海
上
自
衛
隊
員

一
名
の
計
六
名
で
あ
り
、
病
院
長
等

が
臨
席
す
る
な
か
、
入
所
生
代
表
が

病
院
長
に
対
し
申
告
を
行
い
、
上
部

病
院
長
か
ら
激
励
の
式
辞
を
受
け
ま

し
た
。

入
所
式
を
終
え
た
入
所
生
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
と
す
る
職
能
の
習
得

と
研
修
完
遂
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

↓


